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１３時００分 開会 

◆田村局長 それでは定刻が参りましたの

で、第１５回農業委員会総会を開催いたし

ます。谷河会長よろしくお願いします。 

◆会長（谷河 績） お忙しいところお集

まりいただきご苦労様でございます。また

先日は農地パトロールにご協力いただき、

ありがとうございました。 

ただいまより、第１５回農業委員会総会

を開会いたします。 

 出席委員は１９名中１７名で、定足数に

達しておりますので総会は成立しています。 

去る８月２８日、湯川委員、辻本委員、

大河内委員によりまして現地調査ならびに

事情聴取が行われています。後ほど報告方

よろしくお願いします。 

なお、宇治田委員、坂東委員から都合に

より欠席したい旨、ご連絡がありましたの

でご報告いたします。また、農業委員会会

議規則第１７条第２項に規定する議事録署

名委員は、有本委員、吉中委員にお願いし

ます。 

 それでは報告事項より始めさせていただ

きます。 

報告事項 農地法第３条の３第１項の規定

による届出について説明いたします。 

◆稲垣事務副主任 番外、説明いたします。 

本件は、農地法第３条の３第１項の規定

による届出があったもので１２件ありまし

た。内容はすべて相続による所有権の取得

です。 

また、本届出に対して受理書を交付して

おりますが、本受理書は権利の移動等の効

力を発生させるものではありません。以上

です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

 「ハイと言うものあり。」 

それでは、ご了承いただけたことといた 

します。 

報告事項 農地賃貸借契約等登録台帳の賃

借人名義変更について説明いたします。 

◆殿元事務副主任 番外、説明します。 

農地賃貸借契約等登録台帳の賃借人の名

義変更が１件ありました。以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

「ハイと言うものあり。」 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法第１８条第６項の規定に

よる通知について説明いたします。 

◆殿元事務副主任 番外、説明します。 

本件は、農地法第１８条第６項の賃貸借

の合意解約通知で３件ありました。 

なお、Ｎｏ３は報告事項農地法第５条届

出のＮｏ３と関連しています。以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

「ハイと言うものあり。」 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法第４条第１項の規定によ

る農地転用届出について説明いたします。 

◆殿元事務副主任 番外、説明します。 

本件は、農地法第４条による市街化区域

内の農地転用の届出で５件ありました。平

成３０年８月９日付、２０日付、２９日付

で受理通知書を交付しています。以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

「ハイと言うものあり。」 
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それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法第５条第１項の規定によ

る農地転用届出について説明いたします。 

◆殿元事務副主任 番外、説明します。 

本件は、農地法第５条による市街化区域

内の農地転用の届出で１１件ありました。 

 平成３０年８月９日付、２０日付、２９

日付で受理通知書を交付しています。 

なお、Ｎｏ８、９、１１は使用貸借権設

定で、Ｎｏ３は賃貸借権設定で開発許可済

となっております。また、Ｎｏ１１につい

ては一時転用です。なお、Ｎｏ３は、報告

事項農地法第１８条第６項の規定による通

知についてのＮｏ３と関連しています。以

上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

「ハイと言うものあり。」 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農用地利用配分計画の認可につ

いて説明いたします。 

◆稲垣事務副主任 番外、説明いたします。 

本件は、農地中間管理事業の推進に関す

る法律第１８条第４項の規定に基づき、県 

知事より認可されたもので３件ございまし

た。合計面積は田が７，６５４．９１㎡で

す。なお、８月２１日付で県知事による認

可済みとなります。以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

「ハイと言うものあり。」 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

議案第１号 相続税の納税猶予に関する適

格者証明願について提案いたします。 

◆井口企画員 番外、説明いたします。 

本件は、租税特別措置法第７０条の６第

１項の規定による相続税納税猶予に関する 

適格者証明書の申請があったもので１件ご

ざいました。相続人から耕作を継続する旨

の誓約書が添付されております。以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第１号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声。」 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので議案第１号は可決と決定しました。 

議案第２号 農地法第３条の規定による許

可申請について提案いたします。 

◆殿元事務副主任 番外、説明します。 

本件は、農地法第３条の規定に基づく

許可申請で３件ありました。 

Ｎｏ１からＮｏ３については、調査

の結果、耕作等に支障がないこと、当

該農地の権利を取得しようとする者は

、下限面積要件を満たし、その取得後

においてすべての農地を効率的に耕作

を行い、農作業に常時従事すると認め

られるなど、農地法第３条第２項各号

には該当しないため、許可要件のすべ

てを満たしています。 

なお、Ｎｏ１については、過去に譲

受人が農地法第３条申請にて取得した

農地の一部について耕作されてなかっ

たために、当申請を一度取り下げた経

緯があるため、辻本委員、湯川委員、

大河内委員と現地調査ならびに事情聴

取を行っております。 

本案件については、担当の辻本委員

から報告があります。以上です。 

◆会長（谷河 績） Ｎｏ１につきまして、

現地調査ならびに事情聴取を行っています

ので辻本委員さん報告願います。 

◆１４番（辻本 傑） それでは議案第

２号、ＮＯ１の所有権の移転申請に関す
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る事案について、８月２８日に大河内委

員、湯川委員と私の３名で本件申請にか

かる農地の現地調査ならびに申請人から

の事情聴取を行いました。その模様を報

告いたします。申請人は、議案書に記載

のとおり・・・市在住の・・・・氏で飲

食店を経営しながら農業に従事するいわ

ゆる兼業農家です。今回、農地の取得を

思い立ったのは、自ら経営する飲食店で

使う食材を自給したいという思いからで、

農地を探していたところ、市内・・・在

住の・・・・氏から６筆で３，０９９㎡

の農地を譲渡してもらえることになった

ことから申請に至ったものです。なお、

所有権の移転が完了すると、耕作面積は

現在の所有地と合わせて下限面積を上回

る６，０８５㎡となります。 

 耕作には、１６年の経験を持つ申請人

を中心に、夫婦で従事するほか、耕作に

必要な農機具は、現在所有しているもの

と、リースで確保するものを合わせると

当面必要な農機具はすべて揃っているよ

うです。 

 また申請人は、前述のとおり自ら経営

する飲食店で使用する食材を自給したい

と考えており、稲作のほかに、一部の農

地で畑作も計画している状況などを勘案

しますと、現在所有している農地のほか、

今回取得する農地も含め、すべてを継続

して効率的に耕作するものと思われます。 

 このように、申請人の耕作意思、農機

の保有状況、農作業従事者数、耕作の経

験、周辺農地との調和などを総合的に勘

案しますと、本件事案に農地法第３条２

項に抵触するような問題はないものと思

われることから、本申請を許可しても問

題がないものと考えますが、委員各位に

よる十分なご審議をお願いして、現地調

査ならびに事情聴取の結果報告といたし

ます。 

◆会長（谷河 績） ありがとうございま

した。 

議案第２号について説明、報告が終わり

ましたが、この議案について何かご意見、

ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声。」 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第２号は可決と決定しました。 

議案第３号 農地法第４条第１項の規定に

よる許可申請に対する意見について、提案

いたします。 

◆殿元事務副主任 番外、説明します。 

Ｎｏ１ 申請地は、西山東地区・・

・、吉礼駅の東約・・・ｍに位置し、

概ね５００ｍ以内に鉄道の駅がある、

第２種農地に該当します。野菜の収穫

体験などができる農業体験型のキャン

プ場へ転用するものです。以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第３号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

◆７番（吉中雅三） このキャンプ場と

いうのですが、この実現性というか、で

きたところでお客が来るのか、それはや

る人が決めることだとは思うのですが、

今の説明では第２種農地だということで

転用には問題ないとは思うのですが、キ

ャンプ場ということで、体験型というけ

れどもこういう事例というのはありまし

たか。まぁ私の家の近くですから、キャ

ンプ場ってどうかなと思うのですが。 

◆清滝副課長 事例がほかにあるかどう

かということですが、事例はありません。

申請者いわく、元々ここの土地は手つか
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ずの休耕地状態で、このまま放置もでき

ないし何か利用方法はないかということ

で、申請人が言うには、あそこは都会の

人間から見れば自然豊かな魅力のある土

地だと、だからキャンプ場を造っても儲

かるのではないかという意見です。以上

です。 

◆会長（谷河 績） 吉中委員よろしいで

しょうか。 

◆７番（吉中雅三） まぁ駄目だったら

またほかに考えるんだとは思うのですが。 

◆会長（谷河 績） ほかに何かご意見、

ご質問ございませんか。 

「なし、との声。」 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第３号は可決と決定してよろし

いでしょうか。 

「異議なし、との声。」 

それでは、議案第３号は可決と決定しま

した。 

議案第４号 農地法第５条第１項の規定に

よる許可申請に対する意見について提案い

たします。 

◆殿元事務副主任 番外、説明します。 

Ｎｏ１ 申請地は、山口地区・・・

、山口小学校の北西約・・・ｍに位置

し、市街地に近接する区域内でその規

模が概ね１０ｈａ未満のため第２種農

地に該当します。申請者は・・・を営

んでおり、本件申請地南側に隣接する

所有地において保育園園舎の新築工事

を実施しており、当工事に必要な資材

置場を確保する目的から、本件申請地

を転用するものです。 

なお、許可日から一年間の一時転用

および使用貸借権設定です。 

Ｎｏ２ 申請地は、川永地区・・・

、川永小学校の北約・・・ｍに位置し

、概ね１０ｈａ以上の規模の一団の農

地の区域内にあるため第１種農地に該

当しますが、集落に接続される住宅そ

の他日常生活上または業務上必要な施

設であり、不許可の例外に該当します

。 

申請者は・・・を営んでおり、現在

、露天資材置場として利用している土

地が、公共事業により収用される事と

なったため、代替地として本件申請地

を転用するものです。 

Ｎｏ３ 申請地は、和佐地区・・・

、和佐小学校の南約・・・ｍに位置し

、市街地に近接する区域内でその規模

が概ね１０ｈａ未満のため第２種農地

に該当します。 

申請者は・・・を営んでおり、本件

申請地が既存集落内に位置し、交通の

便も良いことから、分譲住宅用地とし

て適地であるため、分譲住宅１３戸へ

転用するものです。なお、開発許可申

請中です。 

Ｎｏ４ 申請地は、和佐地区・・・

、和佐小学校の南約・・・ｍに位置し

、市街地に近接する区域内でその規模

が概ね１０ｈａ未満のため第２種農地

に該当します。 

申請者は・・・を営んでおり、本件

申請地が既存集落内に位置し、交通の

便が良いことから、社会福祉施設であ

る老人ホームとして適地であるため転

用するものです。なお、開発許可申請

中です。 

Ｎｏ５ 申請地は、和佐地区・・・

、和佐小学校の南約・・・ｍに位置し

、市街地に近接する区域内でその規模

が概ね１０ｈａ未満のため第２種農地

に該当します。 

申請者は・・・を営んでおり、本件

申請地が既存集落内に位置し、交通の

便も良いことから、分譲住宅用地とし

て適地であるため、分譲住宅４戸へ転

用するものです。なお、開発許可申請

中です。 

Ｎｏ６ 申請地は、西和佐地区・・

・、西和佐小学校の南西約・・・ｍに

位置し、市街地に近接する区域内でそ

の規模が概ね１０ｈａ未満のため第２

種農地に該当します。 

申請者は・・・を営んでおりますが
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現在の自社の駐車場では手狭であり新

たに、従業員用および来客用駐車場を

確保するため、本件申請地を転用する

ものです。なお、賃借権設定です。 

Ｎｏ７ 申請地は、三田地区・・・

、三田小学校の北東約・・・ｍに位置

し市街地に近接する区域内でその規模

が概ね１０ｈａ未満のため第２種農地

に該当します。 

申請者は、現在、家族で賃貸住宅に

住んでいますが、子供の成長などによ

り手狭となってきたため、・・所有の農

地に住宅を建築するため転用するもの

です。なお、使用貸借権設定です。 

なお、Ｎｏ３につきましては、辻本

委員、湯川委員、大河内委員と現地調

査ならびに事情聴取を行っております

。本案件については、担当の湯川委員

から報告があります。以上です。 

◆会長（谷河 績） Ｎｏ３につきまして、

現地調査ならびに事情聴取を行っています

ので湯川委員さん報告願います。 

◆８番（湯川德弘） 去る、８月２８日、

辻本、大河内委員が同行して現地調査なら

びにヒヤリングを実施しましたので、その

内容を報告します。 

 ただいま、事務局から位置、転用の目的

等が説明されましたので割愛します。現地

は農業をするにも、また転用後それぞれの

目的に極めて立地条件の良い場所でござい

ます。今回、住宅として分譲住宅１３戸、

そしてこの分譲地を真ん中にして、東側と

西側８００㎡ずつ転用が議案書２０ページ

に上程されています。分譲地の西側は、社

会福祉施設、東側は分譲住宅地４戸が建ち

ます。 

全体転用面積は、４，４００㎡であって、

３分割された真ん中の２，８５０㎡が本日

私が報告することになっている関係で議案

書１９ページＮＯ３の３筆について説明し

ます。 

 申請地、市内・・・、外・・筆、第２

種農地、譲渡人・・・、市内・・・、

設立平成・・年・・月・・日、不動産

業、資本金・・・・円、従業員・・人、

年間・・・件、収益・・円から・・円。 

 譲渡人、市内・・・・、・・・さん

他・・名です。事業資金計画は自己資

金、完成は許可日から６ヶ月以内、進

入路は狭いのでその分は拡幅します。

排水計画は雨水を小倉井排水路へ放流

します。農地法に基づく各号の法令に

は合致しており、法律上は問題ないと

考えます。 

 そこで昨日も雨が降りまして、現地

に再度行ってきました。前にある小倉

井排水路というのは、この４，４００

㎡の雨水に対応できないという形の川

でございます。こういうのは都市計画

でやるのか事務局で再度お話を聞いて

いただき、要は現場は農業用水でござ

いますので、これだけの大きなところ

でございますので一度に大量の集積し

た雨水に対応することができず、その

川事態キャパがなく、オーバーフロー

してしまうのでその結果、洪水が発生

すると思います。実際こういうところ

の様な大きな転用になりますと、雨水

排水調整池や分割放水等の措置がなさ

れて、いかなる事態が起きてもその地

域が安全に農業が継続できるというよ

うな措置が取られるわけですが、今回

のこの３分割に関しても一括して、４，

４００㎡と大きいので、事務局の方と

都市計画の方でどのように話をされた

のかお聞かせ願いたいと思います。 

◆清滝副課長 説明します。開発許可の
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関係で都市計画課との協議なんですが、

都市計画課の方も当然開発許可の基準に

基づいて雨水の流量計算というのは、当

然開発許可を下すにあたってされている

と、そしてこの基準の中に入った排水計

画だったので、この分については申請を

事前相談の上、受け付けたということで

す。最終的に今委員がおっしゃられた問

題があるとするならば開発許可の許可自

体下りないと思います。それについては、

これからまた開発許可の方も、同時許可

ということで審査していきますので、そ

ちらの方でも自ずと結果が出てくると思

います。今委員がおっしゃられた今回の

申請は、割と大きな土地を３分割して、

３つで考えているということなんですけ

れども、開発許可の審査の場合、個別に

考えるのではなく、隣接している場合は

全体で考えるということになると聞いて

おります。 

◆会長（谷河 績） 今の事務局の説明で

よろしいでしょうか。当農業委員会は農地

法に基づくものでございますので、開発指

導の関係は都市計画の方でやってもらうと

いうことですよね。 

◆清滝副課長 はい、そういうことにな

ります。 

◆会長（谷河 績） それでよろしいでし

ょうか。 

「はい、との声。」 

 それでは、議案第４号は可決と決定して

よろしいでしょうか。 

「異議なし、との声。」 

それでは、議案第４号は可決と決定しま

した。 

議案第５号 農用地利用集積計画につい

て提案いたします。 

◆中川班長 番外、説明いたします。 

本件は、農業経営基盤強化促進法第１８

条第１項の規定による農用地利用集積計画

に基づく利用権の設定で、新規の契約が２

件ございました。 

いずれも使用貸借権の設定で、期間は５

年です。合計面積は田が５，３９６㎡でし

た。以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第５号について

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声。」 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第５号は可決と決定しました。 

◆会長（谷河 績） その他、何かござい

ませんか。 

「なし、との声。」  

それでは、ご質問がないようでございま

すので、第１５回総会を閉会いたします。

長時間ありがとうございました。 

 

１４時０１分 閉会 

 

 


